
        
 

（
１
）
用
言
…
…
動
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞 

 
 

体
言
…
…
名
詞 

 

（
２
） 

 

（
３
） 

１ 

動
詞
「
進
む
」
の
未
然
形 

 
 
 
 
 
 
 
 

２ 

形
容
詞
「
小
さ
い
」
の
連
体
形 

 
 
 
 

３ 

形
容
動
詞
「
安
全
だ
」
の
終
止
形 

 
 
 
 

☆
４ 
連
体
詞 

＊
４
は
形
容
詞
「
小
さ
い
」
と
混
同
し
な
い
こ
と
。
活
用
語
尾
が
「
な
」
と
な
る
活
用
形
は
存
在
し
な
い
。 

     

（
４
） 

１ 

受
け
身 

 
 
 
 

２
尊
敬 

 
 
 

３ 

存
続 

 
 

４ 

推
定
・
様
態 

 
 
 

５ 

否
定
の
意
志 

 

☆
６ 

×
 
 
 

☆
７ 

×
 

＊
６
は
補
助
形
容
詞
の
「
な
い
」
で
あ
る
。「
な
い
」
を
「
ぬ
」
と
言
い
換
え
ら
れ
れ
ば
助
動
詞
と
見
分
け
ら
れ
る
。（
P254

参
照
） 

＊
７
は
動
詞
「
す
る
」
の
未
然
形
「
さ
」
に
助
動
詞
「
せ
る
」
が
付
い
て
い
る
。
助
動
詞
は
単
独
で
文
節
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

た
め
、「
さ
せ
る
」
を
助
動
詞
一
語
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

         

会
う 

基
本
形 

あ 

語
幹 

わ お 

未
然
形 

い っ 

連
用
形 

う 

終
止
形 

う 

連
体
形 

え 

仮
定
形 

え 

命
令
形 

国
語
（
中
二
）（
文
法
）（
解
答
） 

川越市マスコットキャラクター ときも 

ポ
イ
ン
ト ポ

イ
ン
ト 

〈
形
容
動
詞
の
見
分
け
方
〉・
・
・
直
前
に
「
と
て
も
」
を
加
え
る
（
P247

参
照
） 

 

例 

こ
の
建
物
は 

と
て
も 

安
全
だ
。 

 
 
 
 

→ 
意
味
が
通
じ
る
の
で
、「
形
容
動
詞
」
で
あ
る
。 

 
 

我
が
社
の
モ
ッ
ト
ー
は 

と
て
も 

安
全
だ
。 

→
意
味
が
通
じ
な
い
の
で
、「
形
容
動
詞
」
で
は
な
い
。 

＊
右
の
よ
う
に
、
同
じ
語
句
で
も
形
容
動
詞
に
な
る
場
合
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
も
あ
る
。 

〈
助
動
詞
の
見
分
け
方
〉 

A

「
れ
る
」「
ら
れ
る
」 

・「
～
に
」
な
ど
、
他
か
ら
の
作
用
を
受
け
る
→
「
受
け
身
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・「
～
で
き
る
」
と
い
う
意
味
に
な
る
→
「
可
能
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・「
自
然
に
～
な
る
」
と
い
う
意
味
に
な
る
→
「
自
発
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
敬
う
対
象
が
い
て
、
敬
意
を
表
す
→
「
尊
敬
」 

 

B

「
た
」 
 
 
 
 

・
以
前
に
そ
の
よ
う
な
事
実
が
あ
っ
た
と
い
う
意
味
→
「
過
去
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
動
作
や
状
態
が
終
了
し
た
と
い
う
意
味
→
「
完
了
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
あ
る
状
態
が
続
い
て
い
る
と
い
う
意
味
→
「
存
続
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
念
を
押
し
て
事
実
を
確
か
め
る
と
い
う
意
味
→
「
確
認
」 
 

C

「
そ
う
だ
」 

 
 

・
直
前
の
語
句
の
活
用
形
が
連
用
形
→
「
推
定
・
様
態
」 

（
例 

な
ん
だ
か
雨
が
降
り
そ
う
だ
。） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
直
前
の
語
句
の
活
用
形
が
終
止
形
→
「
伝
聞
」 

（
例 

予
報
で
は
雨
が
降
る
そ
う
だ
。） 

 


